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資料２

鳥取市水道局の現行の水道料金及び財務状況について
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出典：「水道料金表（平成27年4月1日現在）(公社)日本水道協会」

平均２,７４８円

(円)

鳥
取
市

都市名 料金(円) 指数※

鳥取市 2,073円 100

倉吉市 2,312円 115

米子市 2,194円 109

松江市 3,531円 175

岡山市 2,516円 125

広島市 2,354円 117

山口市 2,813円 140

※指数は鳥取市の水道料金を100とした場合

中国地方主要都市・近隣都市の水道料金

資料２－１ 県庁所在地の１か月当たりの水道料金(税込)の状況
(家事用[一般用]またはメーター口径13㎜で１か月20㎥使用した場合)
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出典：「水道料金表（平成27年4月1日現在）(公社)日本水道協会」

●水道事業体数 １，２７４事業体
○用途別料金体系 ４１５事業体 （３２．６％）
○口径別料金体系 ７２１事業体 （５６．６％）
○その他の料金体系 １３８事業体 （１０．８％）

（単一料金制等）

48 322 261 195 215 167 41 10 15
事業体数

●10万～30万人未満の167事業体中
→24番目～26番目に位置する

●全国1,274事業体中
→97番目～122番目に位置する

資料２－２ 給水人口規模別家事用[一般用]平均水道料金(税込)の状況
(家事用[一般用]またはメーター口径13㎜で１か月20㎥使用した場合)
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(注)グラフ中の％表示は、料金の改定率である。

口径13mm１か月20ｍ３使用の一般家庭料金
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49 51 55 56 元 7 9 11 12 13 16 22 23 26

24.17％

△2.50％

△2.23％

円/月

1,848円

メーター口径13mmで１か月に20㎥使用した場合の料金(税込み)

(内訳)

浄水施設 9.88％

震災対策 6.66％

配水施設 7.63％

消費税率改正

3％→5％

19.52％
第８回拡張事業・叶2号系水源改修等

消費税導入

3％

61.91％
施設拡張・電力料金値上げ・

物価高騰による諸経費増加

14.92％
施設拡張・物価高騰による諸経費増加

24.89％
電力料金値上げ・使用水量の

伸び悩みによる資金不足

浄水施設整備事業に国庫補助金

が交付される見込みとなり、

料金の値下げが可能となったため、

国庫補助相当額を全額還元

（H12・H13年度値下げ）

市町村合併

570円

860円

1,000円

1,250円 1,287円

1,555円 1,585円

1,942円

1,890円

消費税率改正

5％→8％

2,073円
2,016円

8.04％
江山浄水場供用開
始、使用水量の伸
び悩みによる資金
不足

資料２－３ 水道料金の変遷(鳥取地域)



供給単価・・・水道水１㎥あたりの水道料金の平均単価(給水収益÷有収水量)

給水原価・・・水道水を１㎥作るために必要とする経費([経常費用－(受託工事費＋材料及び不用品売却原価＋付帯事業費)]／有収水量)

経常収支比率・・・経常収益の経常費用に対する割合([営業収益＋営業外収益]／[営業費用＋営業外費用]×100)

61.91%
14.92%

24.89%
19.52% 24.17%

-2.50%
-2.23%

8.04%
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160円/m3

180円/m3

51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 元 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26

給水原価(左軸)

供給単価(左軸)

供給単価／給水原価(右軸)

経常収支比率(右軸)

資料２－４ 財政状況の推移

80%
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資料２－５ 供給単価と給水原価の比較分布グラフ(給水人口10～30万の167都市)
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資料２－６ 給水収益と企業債残高の比較分布グラフ(給水人口10～30万の167都市)
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①基幹管路耐震化率 ②浄水施設耐震率 ③配水池耐震施設率

単位 H22 H23 H24 H25 H26 H27 単位 H22 H23 H24 H25 H26 H27 単位 H22 H23 H24 H25 H26 H27

耐震化率
(鳥取市)

％ 37.61 37.96 40.14 42.92 44.69 45.49
耐震率
(鳥取市)

％ 91.91 91.91 91.91 91.91 91.91 91.70
耐震施設率
(鳥取市)

％ 50.27 63.87 71.69 73.17 74.06 76.29

耐震化率
(全国平均)

％ 30.98 32.61 33.50 34.80 36.00
耐震率

(全国平均)
％ 18.69 19.65 21.41 22.10 23.40

耐震施設率
(全国平均)

％ 38.05 41.28 44.46 47.10 49.70

37.61 37.96
40.14

42.92 44.69 45.49

30.98 32.61 33.50

34.80 36.00
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耐震化率(鳥取市)

耐震化率(全国平均)

基幹管路の耐震化率(％)
=(基幹管路の耐震管延長(km)/基幹管路総延長(km))×100

(％)

※H19から全国平均の耐震化率は地盤条件などを加味

して算出

91.91 91.91 91.91 91.91 91.91 91.70

18.69 19.65 21.41 22.10 23.40
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(％)

浄水施設耐震率(％)

=(耐震対策の施されている浄水施設能力(ｍ3/日)/全浄

水施設能力(ｍ3/日))×100

50.27

63.87
71.69 73.17 74.06 76.29

38.05 41.28
44.46

47.10 49.70
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配水池耐震施設率(％)
=(耐震対策の施されている配水池容量(ｍ3)/配水池総容
量(ｍ3))×100

※全国平均の数値は、
H22～H24：財団法人水道技術研究センターによる水道統計に基づく試算結果
H25～H26：厚生労働省による耐震化状況の調査結果

資料２－７ 地震対策３指標
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【平成25年度の給水収益】 

【給水収益に占める基本料金と従量料金の割合の目指す方向性について】 

【新水道ビジョンの考え

従量料金 

基本料金 
 

割合アップ 

従量料金 
 

６０％程度 

基本料金 
 

４０％程度 
 

【本市の目指す方向性】 

従量料金 

７４．６％ 

（約１８．５億円） 

基本料金 

２５．４％ 

（約６．３億円） 

資料４-１  
(平成26年10月23日 
水道事業審議会 

議題⑵ 関連資料１) 

・安定経営 

・負担の公平性 

・逓増度の緩和 

・給水収益に対する基本料金の割合40 

 ％程度を目指す。 

 

・生活用水への影響を抑制しつつ、小口 

 径需要者の基本料金の増額を検討す 

 る。 

変動費   
１０％ 

固定費 
 

９０％ 

【原価】 【給水収益】 

※用語の説明 
・固定費とは、給水量の多寡に関係なく水道施設を適正に維持していくために固定的に必要とされる費用をいう（減価償却費、維持管理費など）。 
・変動費とは、おおむね給水量の増減に比例する費用をいう（動力費や薬品費など）。 
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踏
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踏
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⑴
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さ
れ
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２
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し
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る
。
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需
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造
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営
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変
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り
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国
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さ
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り
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の
時
代
に
即
し
た
見
直
し
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
 

今
後
の
料
金
体
系
の
見
直
し
の
方
向
性
と
し
て
は
、
水
量
の
多
寡
に
関
係
な
く
経
常
的
に
発
生
す

る
費
用
で
あ
る
固
定
費
を
、
基
本
料
金
へ
配
分
強
化
（
４
０
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
）
し
て
回
収
す
る
と

と
も
に
、
受
益
者
負
担
の
原
則
及
び
負
担
の
公
平
の
観
点
か
ら
、
小
口
径
需
要
者
の
基
本
料
金
の
増

額
を
図
ら
れ
た
い
。
 

な
お
、
小
口
径
需
要
者
の
基
本
料
金
の
増
額
は
、
生
活
用
水
の
使
用
者
へ
の
影
響
を
抑
制
す
る
た

め
、
緩
や
か
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
配
慮
さ
れ
た
い
。

 

 ⑵
 
料
金
収
入
に
占
め
る
基
本
料
金
の
配
分
強
化
と
小
口
径
需
要
者
の
基
本
料
金
の
増
額
は
、
平
成

28
年
度
以
降
の
水
道
料
金
改
定
に
合
わ
せ
て
検
討
さ
れ
た
い
。
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3 
 ３

 
付
帯
意
見

 

 ⑴
 
市
民
の
視
点
に
立
っ
て
、
積
極
的
な
情
報
公
開
を
引
き
続
き
行
い
、
市
民
と
の
情
報
の
共
有
化
を

図
る
と
と
も
に
、
市
民
と
の
合
意
の
も
と
で
事
業
の
運
営
を
図
っ
て
い
く
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。

 

 ⑵
 
水
需
要
が
減
少
し
、
本
市
の
給
水
収
益
が
落
ち
込
ん
で
い
る
な
か
、
引
き
続
き
効
率
的
な
事
業
運

営
を
図
る
と
と
も
に
、
行
財
政
改
革
に
取
り
組
み
、
健
全
な
経
営
が
維
持
で
き
る
よ
う
に
努
め
ら
れ

た
い
。
 

 ⑶
 
江
山
浄
水
場
か
ら
河
原
地
域
や
簡
易
水
道
地
域
の
一
部
へ
の
送
水
計
画
、青

谷
地
域
の
安
定
し
た

水
質
を
確
保
す
る
た
め
の
浄
水
施
設
整
備
計
画
、さ

ら
に
は
震
災
対
策
事
業
計
画
な
ど
の
実
施
に
あ

た
っ
て
は
、
事
業
量
を
十
分
に
把
握
・
検
討
し
、
事
業
の
執
行
に
必
要
と
な
る
財
源
及
び
適
正
な
人

員
を
確
保
し
た
う
え
で
、
円
滑
な
事
業
の
推
進
に
努
め
ら
れ
た
い
。

 

 
 
ま
た
、
高
度
経
済
成
長
期
以
降
に
急
速
に
整
備
し
た
施
設
が
、
今
後
、
大
量
に
更
新
時
期
を
迎
え

る
こ
と
や
大
規
模
な
災
害
時
に
お
け
る
応
急
給
水
や
早
期
復
旧
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
な
ど
、こ

れ

ら
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
積
極
的
に
人
材
育
成
や
技
術
継
承
を
図
る
な
ど
、
市
民
の
期
待
に
沿

え
る
組
織
づ
く
り
に
努
め
ら
れ
た
い
。

 

 お
わ
り
に

 

 
 

 
水
道
は
市
民
の
日
常
生
活
に
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
重
要
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
る
。

 

 
本
市
の
水
道
事
業
は
、
市
民
に
安
全
な
水
を
安
定
し
て
供
給
す
る
た
め
、
老
朽
化
し
た
施
設
の
更
新

や
機
能
の
向
上
、
さ
ら
に
は
施
設
の
耐
震
化
な
ど
の
事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

 

 
こ
れ
か
ら
も
、
市
民
の
視
点
に
立
ち
、
市
民
に
信
頼
さ
れ
る
水
道
と
な
る
よ
う
努
力
さ
れ
る
と
と
も

に
、
健
全
な
経
営
を
維
持
し
な
が
ら
、
水
道
の
使
命
で
あ
る
安
全
・
安
心
な
水
道
水
の
安
定
供
給
に
引

き
続
き
努
め
ら
れ
た
い
。
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